








氏 名 （ 本 籍 地 ） 茄子川 恒
学 位 の 種 類 博士（農学）
学 位 記 番 号 農博第 1218 号 
学 位 授 与 年 月 日 平成 31 年 3 月 27 日 
学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第１項
研 究 科 ， 専 攻 東北大学大学院農学研究科（博士課程）資源生物科学専攻
論 文 題 目 モザンビーク北部地域のトウモロコシ生産における可給態リン酸評価














































? 1 M ehlich-3??MP-AES?????????? Bray-1?Mehlich-1?Mehlich-3???Olsen? ????
?? UV -Vis? ?????
M ehlich-3??MP-AES??? Bray-1??????????Mehil ich-1??????????M ehil ich-3?
??????????? Olsen ?????????????????????????????????
??????????? Det. Coef? ???????????? RM SE? ????????????????
????Student’s t-test??????? * * *?0.1%??????????????????
??????????????????????????????????????
?????????? 3????????????????? 0kg P2O5 ha-1?25kg P2O5









Mehlich-3 MP-AES vs Bray-1 UV-Vis 1.261 8.853 0.922 15.696 * * *
Mehlich-3 MP-AES vs Mehlich-1 UV-Vis 1.170 2.700 0.926 9.818 * * *
Mehlich-3 MP-AES vs Mehlich-3 UV-Vis 1.202 0.267 0.920 9.245 * * *










































































? 2 ??????????????????????????????????? mg P2O5 kg-1? ???
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の適切な栽培管理が必要と考えられた．第 5章では，第 2章，第 3章，第 4章の結論を総括し，対
象地域の可給態リン酸レベルに応じた施肥量を生産性と経済性の面から考察した．小規模農家のため
の農業経営を考えた場合，技術的最大可能収量だけではなく，経済的最適収量を考慮し，最適施肥量
を決定する必要がある．本研究の成果により，対象地域の可給態リン酸を評価し，リン酸施肥の必要
量をマップ化するとともに経済的最適収量と施肥量を設定することができた．
以上の内容は国際共著論文として国際学会誌に 1 本発表済みであり，今後随時発表を行っていく
ことが確認された．博士論文の成果に対して，対象地域の各地で圃場レベルの栽培試験を行い，農業
生態系を考慮した試験を行い，本試験の信頼性を確認することが課題であると考えられた．さらに分
析の精度を向上させ，収量モデルの精度が高めることで，トウモロコシ栽培による収益予測も行うこ
とができるようになり，安定的な農業経営に貢献することが期待される．
以上のように論文内容を精査し，また，最終試験において論文内容，学識確認および必要な単位や
論文発表を行っていることを確認した。これらのことから，博士（農学）の学位を与えるに値すると
判断した．
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